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厚
生
労
働
省
の
中
央
最
低
賃
金
審
議
会

（
仁
田
道
夫
・
会
長
）
は
七
月
二
九
日
、
田

村
憲
久
・
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
、
平
成
二

六
年
度
の
地
域
別
最
低
賃
金
額
の
改
定
目
安

に
つ
い
て
答
申
し
た
。
引
上
げ
目
安
は
、
Ａ

ラ
ン
ク
が
一
九
円
、
Ｂ
ラ
ン
ク
が
一
五
円
、

Ｃ
ラ
ン
ク
が
一
四
円
、
Ｄ
ラ
ン
ク
が
一
三
円

と
さ
れ
、
全
国
の
加
重
平
均
で
は
一
六
円
と

な
っ
た
。
最
低
賃
金
が
目
安
額
通
り
に
決
定

さ
れ
れ
ば
、
北
海
道
、
宮
城
、
東
京
、
兵
庫
、

広
島
で
残
っ
て
い
た
生
活
保
護
と
の
「
逆
転

現
象
」
も
解
消
さ
れ
、
全
都
道
府
県
で
最
低

賃
金
が
生
活
保
護
水
準
を
上
回
る
こ
と
に
な

る
。

公
労
使
が
ギ
リ
ギ
リ
の
議
論
を
展
開

　

平
成
二
六
年
度
の
地
域
別
最
低
賃
金
の
改

定
目
安
を
め
ぐ
っ
て
は
、
七
月
一
日
に
厚
生

労
働
相
か
ら
諮
問
を
受
け
た
中
央
最
低
賃
金

審
議
会
に
設
置
さ
れ
た
「
目
安
に
関
す
る
小

委
員
会
」
で
議
論
が
ス
タ
ー
ト
。
小
委
員
会

は
七
月
一
日
、
一
五
日
、
二
三
日
、
二
八
日
、

二
九
日
の
五
回
に
わ
た
る
議
論
を
経
て
、「
目

安
に
関
す
る
公
益
委
員
見
解
」
及
び
「
目
安

に
関
す
る
小
委
員
会
報
告
」
の
と
り
ま
と
め

に
漕
ぎ
着
け
た
。

　

労
使
の
主
張
の
隔
た
り
は
大
き
く
、
小
委

員
会
で
の
議
論
は
二
八
日
の
一
〇
時
か
ら
行

わ
れ
た
第
四
回
が
二
九
日
の
未
明
ま
で
約
一

五
時
間
に
お
よ
び
、
そ
の
後
、
同
日
一
四
時

よ
り
第
五
回
を
仕
切
り
直
し
て
二
〇
時
近
く

ま
で
、
公
労
使
で
詰
め
の
議
論
が
展
開
さ
れ

た
。

　

労
働
者
側
委
員
は
「
①
各
ラ
ン
ク
区
分
と

も
に
昨
年
を
上
回
る
目
安
額
と
な
る
こ
と
②

マ
ク
ロ
の
経
済
成
長
が
所
得
向
上
に
反
映
さ

れ
る
こ
と
③
組
織
労
働
者
の
賃
上
げ
が
最
低

賃
金
に
も
反
映
さ
れ
る
こ
と
④
生
活
保
護
と

の
乖
離
解
消
は
単
年
度
で
行
わ
れ
る
こ
と
⑤

足
下
の
物
価
上
昇
に
つ
い
て
配
慮
す
る
こ
と

⑥
ラ
ン
ク
間
格
差
の
解
消
を
図
る
こ
と
⑦
最

低
賃
金
の
適
切
な
水
準
に
つ
い
て
議
論
を
深

め
る
こ
と
が
必
要
で
、
と
く
に
Ｃ
・
Ｄ
ラ
ン

ク
の
本
来
あ
る
べ
き
水
準
を
加
味
し
た
審
議

を
行
う
べ
き
」
な
ど
と
強
く
主
張
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
使
用
者
側
委
員
は
「
企
業

の
経
営
環
境
は
、
安
倍
政
権
の
経
済
政
策
に

よ
っ
て
総
じ
て
改
善
し
て
き
て
い
る
が
、
中

小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
で
は
、
円
安
に
よ

る
原
材
料
価
格
や
燃
料
費
の
高
騰
等
に
よ
る

コ
ス
ト
増
や
、
人
手
不
足
に
よ
る
人
件
費
の

増
大
へ
の
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
こ
と
に
加

え
て
、
取
引
先
企
業
の
海
外
進
出
に
よ
る
受

注
の
減
少
や
、
地
域
に
お
け
る
人
口
減
少
等

の
マ
イ
ナ
ス
要
因
も
あ
り
、
景
況
感
に
大
き

な
改
善
が
み
ら
れ
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な

い
」
と
し
、「
こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
る

と
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
活
力
を

削
ぐ
よ
う
な
事
態
を
招
く
こ
と
に
な
れ
ば
、

地
域
の
雇
用
・
経
済
に
深
刻
な
悪
影
響
を
与

え
る
こ
と
に
な
る
」
と
主
張
。

　

ま
た
、「
過
去
五
年
間
に
わ
た
っ
て
、
生
活

保
護
と
の
乖
離
解
消
や
、
生
産
性
と
関
係
な

く
引
上
げ
を
最
優
先
す
る
審
議
が
続
い
た
こ

と
に
よ
り
、
大
幅
か
つ
急
激
な
引
上
げ
が
続

い
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
影
響
率
も
上
昇
し
、

最
低
賃
金
の
引
上
げ
が
企
業
経
営
に
与
え
る

イ
ン
パ
ク
ト
が
、
従
来
以
上
に
高
ま
っ
て
い

る
」
な
ど
と
主
張
し
た
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
公
益
委
員
と
し
て
は

「『
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
二

〇
一
四
』
及
び
『「
日
本
再
興
戦
略
」
改
訂

二
〇
一
四
』
に
特
段
の
配
慮
を
し
、
ま
た
、

一
定
の
前
提
の
下
で
の
比
較
を
行
っ
た
結
果
、

生
活
保
護
水
準
と
最
低
賃
金
と
の
乖
離
額
が

生
じ
て
い
る
地
域
に
つ
い
て
は
、
実
際
の
賃

金
分
布
と
の
関
係
等
に
も
配
慮
し
つ
つ
、
労

使
の
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
経
営
実

態
等
へ
の
配
慮
及
び
そ
こ
に
働
く
労
働
者
の

労
働
条
件
の
改
善
の
必
要
性
に
関
す
る
意
見

等
に
も
表
れ
た
諸
般
の
事
情
を
総
合
的
に
勘

案
」
す
る
な
ど
し
、「
目
安
に
関
す
る
公
益
委

員
見
解
」
を
ま
と
め
た
。

全
国
加
重
平
均
で
は
三
年
連
続
の�

二
桁
増

　
「
目
安
に
関
す
る
公
益
委
員
見
解
」と
し
て
、

地
方
最
低
賃
金
審
議
会
に
示
さ
れ
た
ラ
ン
ク

ご
と
の
引
上
げ
額
は
、
Ａ
ラ
ン
ク
（
東
京
、

大
阪
、
愛
知
を
含
む
五
都
府
県
）
が
一
九
円
、

Ｂ
ラ
ン
ク
（
京
都
、
埼
玉
な
ど
一
一
府
県
）

が
一
五
円
、
Ｃ
ラ
ン
ク
（
北
海
道
、
福
岡
な

ど
一
四
道
県
）
が
一
四
円
、
Ｄ
ラ
ン
ク
（
沖

縄
、
青
森
な
ど
一
七
県
）
が
一
三
円
で
、
全

国
加
重
平
均
で
は
一
六
円
と
な
っ
た
。
い
ず

れ
の
ラ
ン
ク
も
、
昨
年
度
（
Ａ
ラ
ン
ク
一
九

円
、
Ｂ
ラ
ン
ク
一
二
円
、
Ｃ
・
Ｄ
ラ
ン
ク
一

〇
円
）
と
同
じ
か
そ
れ
を
上
回
る
水
準
で
、

引
上
げ
幅
が
全
ラ
ン
ク
で
一
〇
円
以
上
に
な

る
の
は
二
年
連
続
と
な
る
。

　

全
国
加
重
平
均
で
も
、
一
昨
年
度
の
一
二

円
、
昨
年
度
の
一
四
円
に
続
き
、
三
年
連
続

と
な
る
二
桁
増
。
一
六
円
は
平
成
二
二
年
度

の
一
七
円
に
迫
る
、
四
年
ぶ
り
の
水
準
と

な
っ
て
い
る
。
平
成
二
五
年
度
の
地
域
別
最

低
賃
金
の
全
国
加
重
平
均
は
七
六
四
円
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
六
円
の
引
上
げ

に
よ
り
七
八
〇
円
に
乗
せ
る
こ
と
に
な
る
。

生
活
保
護
水
準
と
の
逆
転
現
象
は�

全
都
道
府
県
で
解
消
の
見
通
し

　

な
お
、
生
活
保
護
水
準
が
最
低
賃
金
を
上

回
る
い
わ
ゆ
る
「
逆
転
現
象
」
が
、
生
活
扶

助
基
準
に
お
け
る
住
宅
扶
助
実
績
値
（
い
わ

ゆ
る
住
居
費
用
補
助
）
の
上
昇
や
、
最
低
賃

金
で
一
定
時
間
働
い
た
場
合
の
可
処
分
所
得

の
税
・
社
会
保
険
料
の
負
担
増
に
伴
う
低
下

を
受
け
、
北
海
道
（
乖
離
額
は
一
一
円
）、

宮
城
（
一
円
）、
東
京
（
一
円
）、
兵
庫
（
一

円
）、
広
島
（
四
円
）
の
五
都
道
県
で
残
さ

れ
て
い
た
。
東
京
は
Ａ
ラ
ン
ク
、
兵
庫
・
広

島
は
Ｂ
ラ
ン
ク
、
北
海
道
・
宮
城
は
Ｃ
ラ
ン

ク
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
最
低
賃
金
が
目
安

額
通
り
に
改
定
さ
れ
れ
ば
、
逆
転
現
象
も
全

地
域
で
解
消
さ
れ
る
見
通
し
と
な
っ
た
。

（
調
査
・
解
析
部
）

ト
ピ
ッ
ク
ス

最
低
賃
金

1

二
年
連
続
で
全
ラ
ン
ク
一
〇
円
以
上
を
答
申
―
―
中
央
最
低
賃
金
審
議
会


